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学びの振り返りと今後への期待

【
修
了
生
の
学
び
・
研
究
・

実
践
交
流
会
】

　

2
0
2
5
年
11
月
15
日

の
「
修
了
生
の
学
び
・
研

究
・
実
践
交
流
会
」
に
参
加

し
、
懐
か
し
い
同
期
生
や
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
、
職
員

の
方
々
と
久
し
ぶ
り
に
会
え

た
。
交
流
会
で
は
、「
公
益

と
は
な
に
か
」
を
改
め
て
考

え
、週
末
だ
け
で
は
あ
る
が
、

2
年
間
山
形
市
か
ら
鶴
岡

キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ
た
自
分

の
大
学
院
生
活
を
振
り
返
る

機
会
を
い
た
だ
い
た
。
2
年

間
を
通
じ
て
、
同
期
生
と
は

よ
く
話
し
た
。
そ
し
て
私
が

今
後
の
東
北
公
益
文
科
大
学

大
学
院
に
望
む
こ
と
も
、
フ

ラ
ッ
ト
な
対
話
の
場
を
提
供

し
続
け
て
欲
し
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

【
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
養

成
講
座
で
の
学
び
】

私
が
2
0
1
5
年
か
ら

2
0
1
7
年
に
1
期
生
と
し

て
学
び
、
修
了
し
た
「
ア
ジ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
人
材
養
成
講
座
」

（
2
0
1
5
～
2
0
2
0
年

度
）
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中

心
と
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
を
担
う
人

材
を
養
成
す
る
目
的
で
修
士

課
程
に
設
立
さ
れ
た
山
形
県

の
寄
附
講
座
で
、
実
学
に
特

化
し
て
い
た
。
修
士
論
文
に

代
え
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
人
材
の
活
用
、
資
金
計
画

等
を
盛
り
込
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
検
討
・
作
成
す
る

の
だ
。

英
語
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

用
意
さ
れ
、
同
時
に
講
義
の

う
ち
の
半
分
程
度
は
英
語
で

展
開
さ
れ
た
。
与
え
ら
れ
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
英
語
で
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
他

学
生
と
質
疑
応
答
す
る
場
が

多
く
設
け
ら
れ
た
。「
マ
シ
ュ

マ
ロ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
等
の

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
っ
た

り
、
各
国
の
有
名
企
業
の
経

営
戦
略
を
比
較
し
た
り
、
海

外
駐
在
経
験
者
の
生
の
声
を

聴
い
た
り
と
、
授
業
内
容
は

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
刺
激

的
だ
っ
た
。

1
期
生
の
多
く
は
様
々
な

企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た
社
会

人
だ
っ
た
が
、
留
学
生
も
お

り
、
年
代
も
ば
ら
ば
ら
だ
っ

た
の
で
、
各
人
が
独
自
の
視

座
を
持
っ
て
お
り
、
学
生
間

の
討
論
や
対
話
、
プ
レ
ゼ
ン
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の
機
会
が
多
く
あ
っ
た
こ
と

で
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ

た
。
思
い
返
せ
ば
、
こ
の
2

年
間
は
学
生
同
士
で
切
磋
琢

磨
し
あ
い
、
笑
い
あ
い
、
汗

を
か
き
な
が
ら
過
ご
し
た
楽

し
い
時
間
だ
っ
た
。
私
は
最

終
的
に
、
当
時
の
職
場
の
業

務
で
も
扱
っ
て
い
た
「
山
形

鋳
物
」
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
に
向
け
て
、
中
部
国
際

空
港
で
販
売
す
る
と
い
う
プ

ラ
ン
を
設
計
し
て
提
出
し
、

修
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

社
会
人
の
学
び
の
効
果
と

し
て
、
業
務
に
関
連
し
た
学

び
を
自
ら
職
場
外
で
実
践
し

て
い
る
こ
と
は
、
仕
事
に
対

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
精

神
高
揚
と
い
う
形
で
業
務
に

還
元
し
た
。
ほ
ん
の
少
し
だ

け
で
も
、
仕
事
よ
り
も
自
分

が
先
に
走
っ
て
い
る
、
と
い

う
感
覚
は
心
の
余
裕
に
も
つ

な
が
り
、
効
果
的
だ
っ
た
。

【
東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院

へ
の
期
待
】

業
務
で
か
か
わ
っ
て
い
る
、

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

も
、
難
題
の
一
つ
で
あ
る
。

難
解
で
複
雑
だ
か
ら
こ
そ
、

多
様
な
価
値
観
を
持
つ
個
人

個
人
が
集
ま
っ
て
、
フ
ラ
ッ

ト
に
対
話
す
る
必
要
が
あ

る
。
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る

現
代
で
は
、
気
を
付
け
て
い

て
も
、
検
索
し
収
集
す
る
情

報
に
、「
確
証
バ
イ
ア
ス
」

が
か
か
っ
て
い
る
恐
れ
が
あ

る
。
物
事
を
多
角
的
に
見
つ

め
る
。
そ
の
た
め
に
、
色
々

な
立
場
の
人
が
、
色
々
な
側

面
か
ら
、意
見
を
出
し
合
う
、

今
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
い
う

場
が
欲
し
い
。
か
つ
て
の
国

籍
、
業
種
、
年
齢
を
超
え
た

対
話
の
空
間
を
、
非
常
に
恋

し
く
思
い
出
し
て
い
る
。
東

北
公
益
文
科
大
学
大
学
院
に

は
、
地
域
の
ど
の
よ
う
な
立

場
の
人
に
も
開
か
れ
た
、
対

話
の
場
づ
く
り
を
期
待
し
て

い
る
。

自
然
災

害
の
多
発
、

ク
マ
の
出

没
、
人
口

減
少
、
エ

ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰

等
、
現
在

私
た
ち
が

抱
え
る
課

題
は
、
い

ず
れ
も
多

く
の
要
素

が
絡
む
難

題
で
あ
る
。

現
在
私
が

授
業
の
プ
レ
ゼ
ン
の
た
め
作
成
し
た
資
料
例
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